
　
昨
年・一
昨
年
は
、夏
場
の
高
温
に

よ
り
、育
苗
管
理
が
非
常
に
困
難
と

な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、定
植
後
に
は

病
気
や
生
理
障
害
が
発
生
し
、出
荷

量
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
定
植
直
後
か
ら
、根
量
を
増
や
す

よ
う
な
管
理
を
し
ま
す
。発
根
促
進

剤
を
元
肥
に
入
れ
た
り
、液
肥
に
混

ぜ
て
全
体
に
届
く
よ
う
に
し
ま
す
。

（
資
材
例
：
ネ
バ
リ
ン﹇
写
真
❶
﹈・

新
チ
ャ
ン
ス
液・炎
天
マ
ス
タ
ー
）

　
ま
た
、定
植
後
１
週
間
程
度
は
株

元
へ
１
日
数
回
の
こ
ま
め
な
灌
水

を
行
い
、発
根
を
促
し
て
活
着
さ
せ

ま
す
。

　
定
植
後
の
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
は
、

換
気
や
遮
光
資
材
等
を
用
い
て
30

℃
以
下
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
高
濃
度
炭
酸
ガ
ス
処
理
や
、農

薬
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
で
徹

底
的
に
防
除
を
行
い
、天
敵
導
入

時
に
ハ
ダ
ニ
が
い
な
い
状
態
を
作

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
定
植
前
は
モ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ

ル
を
天
敵
導
入
45
日
前
ま
で
に
使

用
し
、定
植
後
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
天
敵
導
入
15
日

前
ま
で
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
他
に
ピ
タ
イ
チ
、ダ
ニ
サ
ラ

バ
フ
ロ
ア
ブ
ル
等
も
使
用
し
、ハ
ダ

ニ
の
い
な
い
状
態
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

●
天
敵
の
使
用
に
つ
い
て

　
①
ス
パ
イ
カ
ル
Ｅ
Ｘ
、②
ス
パ
イ

デ
ッ
ク
ス
、③
ミ
ヤ
コ
バ
ン
カ
ー
、

④
ス
パ
イ
カ
ル
プ
ラ
ス
な
ど
が
あ

り
ま
す
。③
④
に
つ
い
て
は
袋
の
中

に
天
敵
と
餌
が
入
っ
て
お
り
、長
時

間
放
出
さ
れ
る
資
材
で
す
。時
間

は
か
か
り
ま
す
が
、継
続
的
効
果

が
あ
る
た
め
、導
入
時
の
防
除
さ

え
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、長
期
間

安
定
し
て
ハ
ダ
ニ
を
抑
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
。設
置
し
て
か
ら
外

に
出
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
た

め
、天
敵
に
影
響
の
少
な
い
農
薬

で
あ
れ
ば
設
置
後
の
防
除
も
可
能

で
す
。導
入
時
期
は
、直
接
放
飼
す

る
も
の
と
比
べ
て
１
週
間
以
上
早

く
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、天
敵
導
入
に
よ
り
農
薬

散
布
の
回
数
も
減
っ
た
こ
と
で
、問

題
に
な
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。発
病
し
、白
い
粉
が
見
え
た

と
き
に
は
抑
え
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
の
で
、定
期
的
な
農
薬
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
で
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す（
表

❶
参
照
）。う
ど
ん
こ
病
は
乾
燥
時

に
発
病
す
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、実
際
の
感
染
は
湿
度
が
高
く

な
っ
た
と
き
に
起
こ
る
た
め
、多
湿

が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
予
防
剤
を

散
布
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　
ま
た
、気
門
封
鎖
剤（
ピ
タ
イ

チ
、サ
フ
オ
イ
ル
、エ
コ
ピ
タ
等
）も

予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、

併
せ
て
散
布
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

　畑が健康でなければ、健全な作物は育ちません。土の状態や肥料成分のバラン
スが悪いと、生育不良を引き起こし、ひどい場合には生理障害につながります。ま
た、病害虫の発生を助長する原因にもなり、結果として満足のいく収穫量や品質
を確保することが難しくなります。
　農産物づくりの基本は「土づくり」から。土壌診断は土づくりの第一歩です。
土壌診断を受けたことのない方や生育に満足できていない方は、ぜひ「畑の健康
診断」を受けましょう。
　今回は、なぜ土壌診断が必要なのかを、トマトの事例を通してご紹介します。

　JA山武郡市管内のトマトハウスにおける土壌中の石灰（カルシウム）
含有量は、分析点数の約75％で基準値から外れています（図❶参照）。
　トマト栽培では、石灰が不足すると尻腐れ果（右写真）が発生しやすく
なり、収量低下につながるため、基準値内に入るように石灰を施用する
必要があります。
　しかし、施用する量は多ければ良いというものではありません。石灰
が過剰にある場合は加里（カリウム）など他の養分の吸収が抑制され、
逆に、石灰が十分にあっても他の養分が過剰にある場合には、石灰の
吸収が抑制されて障害が起こることもあります（図❷参照）。
　肥料を与える際には、施用量だけでなく、養分のバランスも重要です
が、土壌中の養分の量を目で見ることはできません。それを「見える
化」するのが、土壌診断です。作付け前に土壌診断を受け、養分の量や
バランスを確認しましょう。
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あなたの畑は健康ですか？ 土壌診断で収量と品質アップ！
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図❶　石灰含有量別の点数分布 図❷　石灰、苦土、加里の拮抗作用

石灰の吸収は、苦土や加里の多用で抑制

苦土の吸収は、
石灰や加里の多用で抑制

加里の吸収は、
石灰や苦土の多用で抑制

写真❶　ネバリン

トマト尻腐れ果

営農なんでも相談室
皆さまの営農に関するお悩みを、ＪＡの総
合事業の力で解決！栽培管理、コスト削
減、規模拡大、求人・雇用のことなど、お気
軽にご相談ください。

０１２０‒９７２‒８６０

ＪＡ山武郡市 営農なんでも相談室
（本所 営農部内）

表❶　イチゴのうどんこ病に登録のある薬剤
薬剤名

フルピカフロアブル

ベルクート水和剤

作用特性

予防

治療

アフェットフロアブル

ショウチノスケフロアブル

2000 ～ 3000倍

4000倍

2000倍

2000倍

希釈倍率

3回以内

5回以内

3回以内

2回以内

使用回数

ラミック顆粒水和剤 1000倍 2回以内
トリフミン水和剤 3000 ～ 5000倍 5回以内

（2023年の土壌分析結果より） （出典：新版 土壌診断と作物生産改善 改定版）

当JAでは土壌診断の受付を行っていますので、ぜひご利用ください！
（土を提出いただいてから結果のお渡しまで、１カ月程度かかります。）
詳しくは、お近くの営農・経済センターまでお問い合わせください。

テクニカル
 ダイアリー

土壌診断のススメ
農 作 業

（日本肥糧株式会社ホームページより引用）
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